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公立大学法人三重県立看護大学中期目標（数値目標）に対する実績一覧

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 合計

目標値 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 -

実績値 99.0 99.0 98.1 100.0 96.7 -

目標値 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 -

実績値 96.0 98.0 99.0 100.0 92.4 -

目標値 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 -

実績値 100.0 90.9 100.0 100.0 100.0 -

目標値 95 95 95 95 95 95 -

実績値 98 98 101 96 89 -

目標値 95 95 95 95 95 95 -

実績値 95 97 102 96 85 -

目標値 10 10 10 10 10 10 -

実績値 10 10 10 10 8 -

目標値 55.0 55.0 55.0 55.0 55.0 55.0 -

実績値 62.5 55.7 57.4 54.3 57.5 -

目標値 8 8 8 8 8 8 -

実績値 12 10 3 7 11 -

目標値 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 -

実績値 97.9 100.0 100.0 100.0 100.0 -

目標値 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 -

実績値 50.0 56.9 59.2 58.2 51.1 -

目標値 100 100 100 100 100 100 -

実績値 123 130 175 145 142 -

目標値 96 96 96 96 96 96 -

実績値 97 131 126 133 100 -

目標値 48 48 48 48 48 48 -

実績値 58 63 66 64 55 -

目標値 80.0 80.0 80.0 80.0 80.0 80.0 -

実績値 97.1 96.3 97.8 97.7 98.4 -

Ⅴ　的確な業務運営の実施および業務改善に関する目標

目標値 - - - - - - 10

実績値 3 2 3 2 2 -

Ⅵ　財務内容の改善に関する目標

目標値 - - - - - - 143,000

実績値 34,872 50,006 46,077 38,014

Ⅶ　大学教育の質保証および情報の公開・発信に関する目標

目標値 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 －

実績値 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 －

目標値 1 1 1 1 1 1 -

実績値 2 1 1 1 1 -

保健師国家試験合格率（％） 91.6

助産師国家試験合格率（％） 98.2

備　　　考

Ⅱ－１　教育に関する目標

看護師国家試験合格率（％） 98.8

指　　標　　名
第 三 期 中 期 目 標 期 間

基準値

助産師国家試験合格者数（人） 10.8

県内就職率（％） 51.4 県内への看護職就職者数／就
職者数

看護師国家試験合格者数（人） 99.0

保健師国家試験合格者数（人） 91.6

修士学位取得者数（人） 5.6 研究科での学位取得者数

Ⅱ－２　研究に関する目標

競争的研究資金申請率（％）

外部研究資金採択率（率） 52.4 科学研究費補助金等の外部研
究資金の採択率

99.3 申請（継続含む）教員数／在職
教員数

看護職者を対象とした講座等の開催
数（回）

100 看護職者を対象とした専門講座
等を開催した数

県民向け講座等の開催数（回） 96 県民が参加可能な講座等を開
催した数

Ⅲ　社会・地域貢献に関する目標

学術研究団体等のさまざまな主体の
活動に参画した数（人）

48
県内外の学術研究団体の役員
や行政等の審議会委員等に就
任した教員の延べ人数

79.6 学生アンケートによる大学生活
の支援に対する満足度

学生アンケートにおける学生の満足度
（％）

Ⅳ　大学運営に係る環境整備に関する目標

前年度の課題の解決に向けて
の取組の実施割合

自己点検・評価の実施状況（回） 1 自己点検・評価の実施回数

自己点検・評価結果に基づく改善率
（％）

100

中期目標期間中の法人の自己収入額
（千円）

165,532 中期目標期間中の授業料、入
学料を除く自己収入総額

中期目標期間中の改善事例件数（件） 1.6
中期目標期間中に学生や教職
員から要望を受け改善に取り組
んだ事例の総数

1



目
標
値

実
績
値

看
護
師
国
家
試
験
合
格
率

（
％
）

1
0
0
.0

9
6
.7

　
令
和
7
年
度
の
看
護
師
国
家
試
験
の
合
格
率
は
9
6
.7
%
（
9
2
名
中
8
9
名
合
格
）
で
あ
っ
た
が
、
全
国
平
均
（
9
4
.1
%
）
は
上
回
る
結
果
と
な
っ

た
。

　
国
家
試
験
対
策
と
し
て
、
看
護
師
模
擬
試
験
は
3
年
次
の
低
学
年
用
模
試
を
含
め
て
6
回
の
試
験
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
図
書
館
で
閲
覧
で
き
る

国
家
試
験
対
策
用
書
籍
を
増
冊
す
る
と
と
も
に
、
国
家
試
験
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
学
外
の
国
家
試
験
対
策
講
座
な
ど
を
案
内
し
た
。
さ
ら
に
、
専
門

支
持
領
域
の
教
員
が
生
化
学
・
栄
養
学
・
薬
学
の
補
講
を
行
っ
た
り
、
模
擬
試
験
の
成
績
不
振
者
に
対
し
て
は
、
卒
業
研
究
ゼ
ミ
担
当
教
員
が
中

心
と
な
っ
て
個
別
指
導
を
実
施
し
た
ほ
か
、
国
家
試
験
に
関
す
る
支
援
メ
ー
ル
を
定
期
的
に
送
信
し
、
学
生
へ
の
意
識
づ
け
と
情
報
提
供
を
行
っ

た
。

　
令
和
8
年
度
に
お
い
て
も
、
卒
業
研
究
ゼ
ミ
担
当
教
員
に
よ
る
国
家
試
験
に
向
け
た
学
生
へ
の
働
き
か
け
や
補
講
対
応
を
継
続
し
て
実
施
す
る
。

ま
た
、
4
月
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
お
い
て
、
先
輩
学
生
が
実
践
し
た
有
効
な
学
習
方
法
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
国
家
試
験
に
対
す
る
意
識
づ
け
を
早
期

か
ら
図
る
。
さ
ら
に
、
講
義
室
近
く
に
国
家
試
験
対
策
用
の
情
報
提
供
棚
を
設
置
し
、
学
習
資
料
や
関
連
情
報
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
学
生
が
主

体
的
に
国
家
試
験
対
策
に
取
り
組
み
、
早
期
か
ら
学
習
を
開
始
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

保
健
師
国
家
試
験
合
格
率

（
％
）

1
0
0
.0

9
2
.4

　
令
和
7
年
度
の
保
健
師
国
家
試
験
の
合
格
率
は
9
2
.4
％
（
受
験
者
9
2
名
中
8
5
名
合
格
）
で
、
前
年
度
と
比
べ
て
7
.6
％
低
下
し
た
も
の
の
、
全
国

平
均
（
8
9
.9
％
）
は
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。
な
お
、
令
和
7
年
度
の
全
国
平
均
の
合
格
率
に
つ
い
て
は
過
去
5
年
間
で
最
も
低
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
試
験
の
難
易
度
が
高
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
国
家
試
験
対
策
と
し
て
は
、
保
健
師
・
看
護
師
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
、
看
護
師
国
家
試
験
を
優
先
し
保
健
師
国
家
試
験
対
策
の
取
組

が
遅
れ
な
い
よ
う
意
識
づ
け
を
行
う
こ
と
を
継
続
し
た
ほ
か
、
専
門
領
域
の
教
員
が
ク
ラ
ス
全
体
や
専
攻
課
程
の
学
生
に
向
け
て
の
補
講
・
面

談
、
さ
ら
に
保
健
師
国
家
試
験
に
関
す
る
領
域
教
員
か
ら
の
定
期
的
な
支
援
メ
ー
ル
送
信
を
行
い
、
学
生
へ
の
意
識
づ
け
を
図
っ
た
。

　
ま
た
、
保
健
師
模
擬
試
験
を
計
3
回
実
施
し
た
が
、
直
前
の
模
擬
試
験
で
は
合
格
圏
内
と
判
断
さ
れ
る
結
果
で
あ
っ
た
学
生
の
中
に
も
不
合
格
者

が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
模
擬
試
験
結
果
の
み
を
基
準
と
し
た
支
援
で
は
十
分
と
は
い
え
ず
、
国
家
試
験
本
番
ま
で
継
続
し
た
、
よ
り

き
め
細
か
な
支
援
体
制
の
必
要
性
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
令
和
8
年
度
に
お
い
て
も
、
看
護
師
お
よ
び
保
健
師
の
両
国
家
試
験
を
受
験
す
る
と
い
う
自
覚
を
早
期
か
ら
持
た
せ
る
取
組
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
、
模
擬
試
験
結
果
を
基
に
、
卒
業
研
究
担
当
教
員
（
チ
ュ
ー
タ
ー
）
が
声
掛
け
等
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
が
、

今
後
は
模
擬
試
験
結
果
の
み
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
卒
業
研
究
終
了
後
も
定
期
的
な
関
わ
り
を
継
続
し
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に

応
じ
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

看
護
師
国
家
試
験
合
格
者
数

（
人
）

9
5

8
9

　
令
和
7
年
度
卒
業
生
で
国
家
試
験
を
受
験
し
た
学
生
数
は
、
留
年
や
退
学
等
に
よ
り
9
2
名
と
な
っ
た
た
め
、
合
格
者
数
も
未
達
成
と
な
っ
た
。

保
健
師
国
家
試
験
合
格
者
数

（
人
）

9
5

8
5

　
令
和
7
年
度
卒
業
生
で
国
家
試
験
を
受
験
し
た
学
生
数
は
、
留
年
や
退
学
等
に
よ
り
9
2
名
と
な
っ
た
た
め
、
合
格
者
数
も
未
達
成
と
な
っ
た
。

助
産
師
国
家
試
験
合
格
者
数

（
人
）

1
0

8

　
助
産
師
課
程
に
お
い
て
は
、
4
年
次
に
実
施
す
る
助
産
学
実
習
で
「
保
健
師
助
産
師
看
護
師
学
校
養
成
所
指
定
規
則
」
に
定
め
ら
れ
て
い
る
分
娩

取
扱
い
回
数
（
学
生
1
人
あ
た
り
約
1
0
例
）
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
終
的
に
4
年
次
科
目
の
履
修
可
能
者
は
1
0
名
程
度
と
し
て
い

る
。

　
助
産
師
課
程
を
希
望
す
る
学
生
は
、
2
年
次
後
期
よ
り
助
産
関
連
科
目
の
履
修
を
開
始
し
、
各
学
年
に
設
定
さ
れ
た
先
修
科
目
要
件
を
満
た
し
な

が
ら
、
段
階
的
に
必
要
単
位
を
修
得
し
て
い
く
体
制
と
し
て
い
る
。
各
学
年
で
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
な
ら
び
に
母
性

看
護
学
専
門
科
目
を
通
し
て
、
助
産
師
の
役
割
や
専
門
性
に
つ
い
て
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
情
報
の
提
供
と
、
学
修
指
導
を
行
っ
て

き
た
。
そ
の
結
果
、
助
産
関
連
科
目
の
履
修
者
は
2
年
次
後
期
で
3
4
名
、
3
年
次
後
期
で
2
0
名
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
履
修
者
の
う
ち
所
定
の
要
件

を
満
た
し
た
8
名
が
最
終
的
に
4
年
次
に
お
い
て
助
産
師
課
程
に
進
ん
だ
。
8
名
全
員
が
そ
の
後
の
課
程
を
学
修
し
、
令
和
7
年
度
助
産
師
国
家
試
験

の
受
験
資
格
を
得
る
と
と
も
に
、
助
産
師
国
家
試
験
に
合
格
し
た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
低
学
年
の
段
階
か
ら
、
助
産
師
課
程
選
択
を
希
望
し
て
い
る
学
生
や
選
択
に
迷
っ
て
い
る
学
生
に
対
し
て
、
よ
り
一
層
き
め

細
か
な
学
修
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

中
期
目
標
（
数
値
目
標
）
に
対
す
る
未
達
成
項
目
に
つ
い
て

指
　
　
標
　
　
名

令
和
７
年
度

理
　
　
由
　
　
等
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【入学者選抜方法の点検】参考データ 

 現行の入試制度による入学者（令和４年度以降の入学者）累積 GPA 平均値は

次のとおり。 

学校推薦型選抜（４学年 １１２名）:2.70 

地域推薦型選抜（４学年  ２３名）：2.63 

指定校推薦型選抜（３学年 ９名）：2.90 

東紀州地域指定校推薦型選抜（４学年 ７名）：2.68 

前期日程入試【一般枠】（４学年 １７２名）：2.56 

前期日程入試【地域枠】（４学年 ２０名）：2.47 

後期日程入試（４学年 ４１名）：2.70 
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